
▲ダンスコンテスト大人の部、優勝の「遠竹夢組」

11月3日（水）文化の日、文化ホールで町民表彰・

町展表彰・文化協会発表会・ふるさとまつりが開催さ

れました。また今回は、社会福祉協議会のボランティ

ア祭や前夜祭にはエールスタンプまつりも共催されま

した。

1市5町合併記念となった今年のまつりは、合併協

議会の後援もあり関係市町から多くの来賓を迎え、例

年以上に盛大な催しとなりました。
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ふ
る
さ
と
ま
つ
り
は
今
年
で
第
1
9

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
つ
り
実
行

委
員
会
で
は
来
年
3
月
の
市
町
村
合

併
を
控
え
、
こ
の
ま
つ
り
を
来
年
以

降
へ
の
布
石
と
な
る
よ
う
な
催
し
に

す
る
た
め
、
夜
ご
と
関
係
者
が
集
ま

り
、
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

前
夜
祭
を
は
じ
め
各
種
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
の
増
強
、

ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の
賞
金
ア
ッ
プ

や
抽
選
会
の
景
品
内
容
の
充
実
な
ど

数
々
の
見
直
し
や
取
り
組
み
が
行
わ

れ
、
例
年
以
上
に
盛
大
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

当
日
は
朝
方
に
小
雨
が
落
ち
、
天

候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

は
持
ち
直
し
、
絶
好
の
ま
つ
り
日
和

と
な
り
ま
し
た
。

／ニミブ

▲文化協会発表会の様子
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ト
ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
た
町
展
作
品

▲町展作品の展示会場



【
表
彰
者
名
簿
】

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

小
長
井
町
表
彰

●
自
治
表
彰

▽
中
尾
　
光
雄

▽
古
賀
　
忠
臣

▽
森
　
　
藤
治

▽
山
口
恵
美
男

▽
渡
部
　
　
精

▽
稲
富
　
松
雄

▽
池
田
　
一
徳

（
町
議
会
議
員
歴
1
2
年
、

単
光
旭
日
章
受
章
）

（
町
長
歴
1
7
年
）

（
部
落
長
歴
1
6
年
）

（
部
落
長
歴
8
年
）

（
区
長
・
部
落
長
歴
6
年
）

（
瑞
宝
双
光
章
受
章
）

（
交
通
指
導
員
歴
2
0
年
）

▲自治表彰を受賞された皆さん（左から、森藤治さん、山口恵美男さん、
渡部精さん、稲吉松雄さん、池田一徳さん）

●
体
育
功
労
賞

▽
遠
竹
　
　
渡
部

▽
井
崎
　
　
松
下

▽
小
川
原
浦
　
西
崎

▽
田
原
　
　
永
渕

▽
牧
　
　
　
牧
本

▽
長
里
　
　
松
山

●
ス
ポ
ー
ツ
賞
　
（
小

精
・
森
　
　
光
徳

武
彦
・
中
村
　
満
子

安
敏
・
末
長
　
　
兼

勝
・
田
中
　
陽
子

賢
治
・
徳
永
　
英
子

勝
男
・
谷
口
　
晴
造

・
中
学
生
の
部
）

▽
土
井
基
希
・
山
口
允
人
（
第
2
7
回
少
林

寺
拳
法
長
崎
県
大
会
小
学
生
白
黄
帯
紐
演

武
最
優
秀
賞
）

∇
森
祥
真
・
山
口
拓
人
　
（
同
大
会
中
学
生

段
外
組
演
武
最
優
秀
）

▽
森
駿
貴
∵
久
米
綾
太
　
（
同
大
会
中
学
有

段
者
組
演
武
優
良
賞
）

▽
田
川
慎
太
郎
・
矢
竹
一
誠
　
（
2
0
0
4

年
度
全
日
本
少
年
武
道
錬
成
少
林
寺
拳
法

大
会
小
学
生
3
級
組
演
武
優
秀
賞
）

▽
清
水
康
子
・
久
米
文
弥
　
（
同
大
会
小
学

生
2
級
組
演
武
出
場
）

▽
池
田
祥
多
（
第
3
4
回
長
崎
県
中
学
生
卓

球
選
手
権
大
会
3
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
1

位
）

▽
須
崎
佑
馬
（
第
2
7
回
長
崎
県
中
学
生
新

人
卓
球
選
手
権
大
会
1
年
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
3
位
）

▽
松
本
夏
純
・
池
田
安
荊
・
水
口
奈
緒
子
・

黒
田
真
璃
亜
（
第
9
回
全
九
州
卓
球
選
手

権
大
会
長
崎
県
予
選
3
位
）

▽
土
井
豊
文
（
九
州
中
学
校
陸
上
競
技
大

会
共
通
走
高
跳
1
位
）

▽
吉
次
修
（
長
崎
県
中
学
校
陸
上
競
技
新

人
大
会
走
高
跳
3
位
）

▽
大
蔵
尚
子
（
長
崎
県
中
学
校
総
合
体
育

大
会
柔
道
競
技
女
子
個
人
7

0
k
g
級
3
位
）

▽
立
山
芙
晴
（
長
崎
県
児
童
養
護
施
設
球

技
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
）

▽
椿
原
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
西
九

州
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
優
勝
）

●
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
高
校
生
の
部
）

▽
古
賀
貴
子
（
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

出
場
）

▽
中
村
祥
（
全
国
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選

抜
大
会
出
場
）

●
ス
ポ
ー
ツ
賞
〓
般
の
部
）

▽
中
村
和
弥
・
中
尾
昭
徳
（
第
5
5
回
長
崎

県
民
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
3

位
）

▽
鶴
田
敏
幸
（
同
大
会
男
3
0
～
3
9
歳
砲
丸

投
優
勝
）

▽
森
光
徳
（
同
大
会
男
4
0
～
4
4
歳
1
0
0

m
3
位
）

▽
中
村
信
美
（
同
大
会
男
5
0
～
5
9
歳

1
0
0
m
優
勝
）

▽
吉
川
秀
克
（
1
6
年
国
民
体
育
大
会
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
準
優
勝
）

▽
永
渕
和
仁
（
第
5
3
回
全
国
青
年
長
崎
県

大
会
相
撲
競
技
軽
量
級
3
位
）

▽
松
山
健
吾
　
（
同
大
会
同
競
技
中
量
級
優

勝
）

▽
大
瀬
敏
充
　
（
同
大
会
同
競
技
中
量
級
2

位
）

∇
小
長
井
町
野
球
部
　
（
同
大
会
軟
式
野
球

競
技
優
勝
）

町
民
文
化
展
（
応
募
総
数
1
、
－
0
5
点
）

●
町
長
賞

▽
椿
原
中
2
年
（
彫
塑
・
工
芸
、
生
徒
共
同
）

▽
お
お
が
み
く
　
（
絵
画
、
小
長
井
小
1
年
）

▽
渡
部
　
美
香
　
（
書
道
、
遠
竹
小
5
年
）

∇
土
井
　
文
子
　
（
手
芸
、
一
般
）
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ふ
る
さ
と
ま
つ
リ
ボ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

●
ま
つ
り
部
門
（
応
募
総
数
5
5
8

吏
⑨
ア
イ
ー
ン
一
族
と
農
民

●
小
長
井
音
頭
子
ど
も
の
部

人

ト
司
会
を
務
め
る
月
亭
遊
方
　
（
右
）

句
ア
フ
リ
カ
太
鼓
の
演
奏

ト
ス
ラ
引
き
大
会

一
お
や
じ
ダ
ン
ス
マ
ス
タ

ト
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
審
査
員

一
カ
ラ
オ
ケ
を
熱
唱
す
る
出
場
者

一
デ
コ
ト
ラ
の
展
示

銅

一
遠
竹
小
4
年
生



ト
大
盛
況
の
も
ち
投
げ

一
高
来
町
か
ら
轟
太
鼓

ト
合
併
に
関
連
し
た
○
×
ク
イ
ズ

一
一
市
五
町
か
ら
の
ご
来
賓

一
ふ
た
ば
保
育
園
の
踊
り
と
演
奏

倒
前
川
き
よ
し
そ
っ
く
り
の
前
川
ひ
ろ
し

一
演
歌
歌
手
の
ま
こ
と

し／∵十＋∴∴澄華11

一
西
城
秀
樹
そ
っ
く
り
の
司
会
、
立
石
∈ヨ
E∃

明

一
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
す
る
サ
リ
ー

ム
芯



「うつ病」は、強いストレスが引き金になって

起こる心の病気です。誰でもかかる可能性が

あり、日本ではある人が一生のうちにかかる

率が14％という調査結果もあり、患者さんの

数も多いことから「心のかぜ」とも言われる

ほど一般的な病気です。

．
義
饉
億
団
扇
袴
罷
眠
牒
頭
痛
鰯
虐

が
初
期
症
状
の
一
つ
で
す
》

「
う
つ
病
」
　
の
典
型
的
症
状
は
気

分
が
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
て
、
元
気

が
な
く
な
る
こ
と
で
す
。
心
の
病
気

な
の
に
最
初
は
体
の
症
状
と
し
て
出

て
く
る
の
が
ふ
つ
う
で
す
。
多
く
の

場
合
、
寝
つ
き
が
悪
い
、
夜
中
や
早

朝
に
目
が
覚
め
る
と
い
っ
た
睡
眠
障

害
、
食
欲
が
わ
か
な
い
、
お
い
し
く

な
い
な
ど
の
食
欲
低
下
、
ま
た
、
性

欲
の
低
下
や
体
が
疲
れ
や
す
い
、
何

と
な
く
不
調
だ
と
感
じ
る
な
ど
の
症

状
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

t
赤
倍
音
痛
叩
】
．
《
さ
ら
一
旧
d
ぶ
な
症
状

に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
》

①
ま
ず
気
分
が
落
ち
込
む
。

②
喜
び
、
関
心
が
な
く
な
る
。

：
」
れ
ま
で
大
好
き
だ
っ
た
こ
と

（
趣
味
な
ど
）
　
が
楽
し
め
な
く
な
る

・
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
や
お
し
ゃ
べ
り

な
ど
興
味
が
も
て
な
い

③
こ
れ
ま
で
な
ん
の
抵
抗
も
な
く
で

き
て
い
た
こ
と
が
お
っ
く
う
に
な
る

・
仕
事
な
ど
に
と
り
か
か
る
ま
で
時

間
が
か
か
り
、
は
か
ど
ら
な
い

④
な
に
ご
と
に
も
悲
観
的
に
な
る
。

・
何
か
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ

る
と
全
て
自
分
が
悪
い
と
思
い
こ
む

・
集
中
力
、
思
考
が
鈍
り
決
断
が
で

き
な
い

・
自
分
に
は
な
に
も
で
き
な
い
と
思

う
、
や
り
と
げ
る
自
信
が
も
て
な
い

・
死
に
た
く
な
る

●
「
う
つ
病
」
　
は
ど
ん
な
人
が
な
り

や
す
い
の
で
し
ょ
う
。

一
般
的
に
凡
帳
面
、
き
ま
じ
め
、

完
壁
主
義
、
一
人
で
が
ん
ば
る
人
が

な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

何
事
も
徹
底
す
る
の
で
は
な
く
、
あ

る
程
度
で
き
た
ら
そ
れ
で
良
し
と
す

る
よ
う
な
、
い
い
意
味
で
の
　
「
手
抜

き
」
　
を
す
る
こ
と
で
、
病
気
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
休
む

こ
と
が
大
切
で
す
。
積
極
的
休
養
を

こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

と
る
こ
と
は
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整

え
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
抵
抗
力
を
高
め

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
忙
し
い

と
適
当
に
す
ま
せ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、
食
卓
は
体
の
栄
養
補
給
の
場

で
あ
る
と
と
も
に
心
の
栄
養
補
給
の

場
で
も
あ
る
た
め
、
家
族
や
親
し
い

仲
間
と
お
い
し
い
食
卓
を
囲
み
た
い

も
の
で
す
。

う
つ
病
は
、
き
ち
ん
と
し
た
治
療

を
す
れ
ば
治
る
病
気
で
す
。
自
分
で

は
病
気
と
気
づ
か
な
い
場
合
も
多
い

の
で
、
周
囲
の
人
が
変
化
に
気
づ
く

こ
と
も
大
切
で
す
。
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■
確
定
申
告
・年

末
調
整
で
の
注
意

自
営
業
の
人
や
年
金
を
受
け
て
い

る
人
で
2
カ
所
以
上
か
ら
年
金
を
受

け
て
い
る
人
、
年
金
を
受
け
て
い
る

人
で
年
金
以
外
の
給
与
な
ど
の
所
得

の
あ
る
人
は
、
税
務
署
に
確
定
申
告

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
確
定
申
告
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
な
い
人
で
も
、
医
療
費
控
除

な
ど
源
泉
徴
収
の
と
き
に
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
控
除
が
あ
る
た
め
に
、
源

泉
徴
収
税
額
が
納
め
す
ぎ
に
な
っ
て

い
た
よ
う
な
場
合
、
確
定
申
告
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
納
め
す
ぎ
た
税

額
を
還
付
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
は
、
扶
養
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改正された『

破産手続きを定めた改正破産法が、平成16年5月25日に成立しま

した。

この改正の大きな柱は、手続きの迅速化及び合理化、個人の破産・

免責手続きの見直しとなっています。

改正後の個人破産の手続きは、下の図のとおりです。

☆一部の債務を除き．　☆一定の事情ガある場合
債務の支払義務が免除　　には，免責が許可されな
されます。　　　　　　　いことがあります。

●

＿＿●●◆

●

◆●●

※破産管財人が選任されて看．財産状況によ
り，手続が途中で終了する場合があります。

親
族
に
増
減
が
あ
り
、
年
の
途
中
で

控
除
対
象
者
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

は
年
末
調
整
を
行
い
ま
す
が
、
年
金

受
給
者
は
年
末
調
整
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。ま

た
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
が

確
定
申
告
を
す
る
場
合
は
、
納
め
た

保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
領
収
書
は

確
実
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
紛
失
し
て
い
る
場
合
は
、
最
寄

の
社
会
保
険
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
等
か
ら
の
借
り

入
れ
が
増
え
た
り
、
何
ら
か
の
事
情

で
収
入
が
減
っ
た
り
し
て
、
こ
の
ま

ま
で
は
約
束
ど
お
り
に
返
済
で
き
な

い
場
合
、
裁
判
所
に
お
い
て
個
人
の

債
務
　
（
借
金
や
購
入
代
金
等
）
　
を
整

理
・
精
算
す
る
た
め
の
手
続
き
に
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
破
産
手
続
き
を
定
め

た
改
正
破
産
法
が
5
月
に
成
立
し
ま

し
た
。

①
特
定
調
停
手
続
…
債
権
者
　
（
返
済

先
）
　
と
返
済
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
生
活
の
建
て
直
し
を
図
る

た
め
の
手
続
き
で
す
。
合
意
に
達
し

た
場
合
、
そ
の
内
容
ど
お
り
に
返
済

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
個
人
再
生
手
続
…
債
務
者
が
、
将

来
の
給
料
な
ど
の
収
入
に
よ
っ
て
、

債
務
を
分
割
し
て
返
済
す
る
計
画
を

立
て
る
手
続
き
で
す
。
債
権
者
の
意

見
な
ど
を
聞
い
た
う
え
で
、
そ
の
計

画
を
裁
判
所
が
認
め
れ
ば
、
そ
の
計

画
に
従
っ
た
返
済
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
残
り
の
債
務
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

③
破
産
手
続
（
今
回
改
正
分
）
…
債

務
者
の
全
財
産
を
充
て
て
も
債
務
を

返
し
き
れ
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
債

務
者
の
財
産
を
お
金
に
換
え
て
債
権

者
に
公
平
に
分
配
す
る
手
続
き
で

す
。
な
お
、
併
せ
て
支
払
い
義
務
を

免
除
し
、
経
済
的
な
立
ち
直
り
を
助

け
る
免
除
手
続
も
あ
り
ま
す
。

卜「■／l、′∵　フナl
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ト
協
議
会
長
賞
受
賞
の
今
村
登
∑
「
三
ん

ト
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
山
下
町
長

この日は、テレビで大人気の仮面ライダー剣（プレ

イド）ショー、フリーマーケット出店などが行われ、

患くさんの来園者で賑わいま した。

11月11日（木）、小長井文化ホールにおいて第4回北

高来郡社会福祉大会が行われました。

この大会は、北高来郡社会福祉協議会が主催した宅の

で、郡内の老人クラブ連合会・身体障害者福祉協会・享

をつなぐ育成会・母子寡婦福祉会と、東彼北高民生委員

児童委員協議会が共催し、地域の社会福祉関係者約400

名が一同に会しました。

大会会長を務めた山下町長の歓迎のあいさつの後、地

域福祉に貢献された方々の表彰式、会員の方々の事例発

表、県社会福祉課長の特別講演などが行われました。

表彰を受けられた方々は次のとおりです。（本町分の

み、敬称略）

■社会福祉協議会会長表彰…今村澄子さん

■老人クラブ連合会長表彰（100歳到達者）

…小満力∃さん・陣内マテさん

■身体障害者福祉協会会長表彰

・＝小柳一興さん・中尾睾さん

■母子寡婦福祉会会長表彰・‥森セツさん

■手をつなぐ育成会会長表彰

・‥中村ミチ子さん・城山早苗さん



11月15日（月）、文化ホールで民生児童委員協議会主

催による第6回子育て講演会が開催されました。講師に

南高西有家町の中村まりこさんを迎え、「心と身体の主

人公になるための子育て」と題し、講演が行われました。

中村先生は在宅助産師をされるかたわら、長崎大学医

学部の非常勤講師や県少子化対策推進委員など幅広く活

躍されており、その中で実際に直面している青少年問題

や家庭のあり万、会育の大切さなどをわかりやすく、そ

して力強く会場に訴える講演をされました。

11月13日・14日、長崎市総合運動公園かきどまり陸

上競技場を主会場に第56回長崎県民体育大会が開催さ

れました。大会の開会式で、スポーツの普及振興に大き

な貢献をされたとして、小川原浦名の古賀純次さんが、

県体育功労の表彰を受けられました。

本大会での上位入賞は次のとおりです。（敬称略）

■陸上40歳～44歳男子100㍍…（ら竹下洋一（∋森光徳

■陸上50歳～59歳男子100㍍…（∋中村信美

■陸上40歳～49歳男子走り幅跳び・・・①竹下洋一

■陸上砲丸投げ…②鶴田敏幸

■壮年SPソフトボール…（ヨノ」＼長井チーム

f汐‾′

井崎保育園の園児たちは、毎年、全国秋季火災予防週

間（11月9日～15日）の期間中、朝の通園後の時間を

利用して、火の用心の巡回活動をしています。

園児たちは火の用心と書かれた法被を着て、手に待っ

た拍子木をたたき急がら保育園周辺の路地を歩き、大き

な声で防火の誓いを繰り返し、近所のみなさんに「火の

用心」を呼びかけてくれています。

ト
優
勝
し
た
旅
人
会
の
皆
さ
ん

10月24日（日）、第30回秋季バレーボール大会が中学

校体育館で開催されました。

参加チームは男子のみで、5チームが優勝をかけて熱

戦を繰り広げました。

対戦は5チームのリンクリーグで、更に上位2チーム

が決勝戦を行いました。

決勝戦では2勝の旅人会と1勝1敗の得失点差で残っ

た将軍が対戦し、2－0のストレートで旅人会が優勝を

手にしました。



尭
塵
高
が
製
帝
露
悶
魯
超
盈

個人事業主の皆さんへ

申告は先でも、今から準備が必要です

■■■■■■■●■■轟■■■■■■■●■■■■■■

：これまで消費税の申
；　告・納矧ま免除され

ていましたか？

（前々年の売上高3，000万円以下）：

平成15年分の課税売上高は

早　耳
平成17年も引き続き消費税の免税事業者です。

消費税の届出・申告は必要ありません。

納付税額の計算方法はどちらを選びますか？

平成17年12月31日までにr消費税簡易課税

制度選択届出書jの提出が必要です。

■

　

‥

■

・

■

　

　

■

1

　

1

1

，

ヰ「
●

…平成17年は課税事業者になります0「消費税
課税事業者届出書」を速やかに所轄の税務署

に捷出してください。

平成15年分の

えていますか？

平成17年1月1日から．課税仕入れなどを記載

した帳簿と構求書などの両方の保存が必筆です。

個
人
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
平
成
1
6

年
4
月
か
ら
、
消
費
税
の
課
税
事
業

者
の
範
囲
が
　
「
前
々
年
の
課
税
売
上

高
が
1
千
万
円
を
超
え
る
事
業
者
」

に
な
っ
た
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
れ
ま
で
消
費
税
の
納
税
が
免
除

さ
れ
て
い
た
　
「
前
々
年
の
課
税
売
上

高
が
3
千
万
円
以
下
」
　
の
個
人
事
業

者
の
方
も
、
平
成
1
5
年
分
の
課
税
売

上
高
が
1
千
万
円
を
超
え
て
い
る
場

合
は
、
平
成
1
7
年
分
か
ら
新
た
に
申

告
・
納
税
義
務
が
生
じ
ま
す
。
申
告

は
ま
だ
先
で
す
が
、
今
か
ら
準
備
が

必
要
で
す
。

新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
る
方
は

∴
今
か
ら
準
備
が
必
要
で
す

個
人
事
業
者
の
平
成
1
7
年
分
消
費

税
の
申
告
・
納
税
は
平
成
1
8
年
1
月

～
3
月
と
、
ま
だ
先
で
す
が
、
そ
の

た
め
に
、
今
か
ら
次
の
よ
う
な
準
備

を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

□
課
税
事
業
者
届
出
書
を
提
出
す
る

平
成
1
5
年
分
の
課
税
売
上
高
が

1
千
万
円
を
超
え
、
新
た
に
課
税
事

業
者
と
な
る
個
人
事
業
者
の
方
は
、

速
や
か
に
　
「
課
税
事
業
者
届
出
書
」

を
所
轄
の
税
務
署
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

課
税
事
業
者
届
出
書
は
、
税
務

署
に
置
い
て
あ
る
ほ
か
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
（
h
t
t
p
‥
＼
＼
宅
弓
W
．

n
t
a
．
g
〇
．
j
p
＼
c
a
t
e
g
O
r
y
＼
y
O
u
S
i
k
i
＼

s
y
O
u
h
i
＼
m
O
k
u
j
i
．
h
t
m
）
　
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ロ
納
付
税
額
の
計
算
方
法
を
選
ぶ

納
付
税
額
は
　
「
一
般
課
税
」
　
で
計

算
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
前
々
年

の
課
税
売
上
高
が
5
千
万
円
以
下
の

個
人
事
業
者
の
方
は
　
「
簡
易
課
税
」

を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
一

般
課
税
に
す
る
か
簡
易
課
税
に
す
る

か
に
よ
っ
て
、
納
付
税
額
に
差
が
生

じ
ま
す
。
ど
ち
ら
の
方
法
を
選
ぶ
か

は
、
慎
重
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
1
7
年
分
に
新
た
に
課
税
事
業

者
と
な
る
方
が
簡
易
課
税
を
選
択
す

る
場
合
に
は
、
平
成
1
7
年
1
2
月
3
1
日

ま
で
に
　
「
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出

書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
申
告
時
に
な
っ
て
か
ら
、
計

算
方
法
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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1
2
月
4
日
（
土
）
か
ら
川
日
（
金
）

ま
で
は
人
権
週
間
で
す
。

法
務
局
と
人
権
擁
護
委
員
は
、
み

な
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
人
権

を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

家
庭
内
の
も
め
事
や
隣
近
所
と
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
悩
み
や
心
配
事

を
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
相
談
で
き

ま
す
。秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時

1

2
月
5
日
（
日
）
9
時
～
1

8
時

●
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

O
1
2
0
－
7
8
3
8
－
7
7

こ
の
ま
ち
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

次
の
方
々
で
す
。

・
大
江
　
勝
利
さ
ん
　
（
田
代
二
）

m
3
4
－
2
1
5
9

・
新
宮
　
節
子
さ
ん
　
（
釜
一
）

m
3
4
－
3
5
4
0

『
ご
存
じ
で
す
か
？

介
護
保
険
制
度
を
』

東
京
都
文
京
区

作
　
田
　
和
　
子

（
旧
姓
・
土
井
）

遠
竹
出
身

私
は
文
京
区
の
事
業
所
で
訪
問
介
護
と

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
て
お
り
ま
す
。

介
護
保
険
施
行
当
初
、
サ
ー
ビ
ス
の
依
頼

が
あ
っ
て
訪
問
す
る
と
、
制
度
利
用
の
前

に
洋
式
ト
イ
レ
に
改
修
さ
れ
た
り
、
手
す

り
が
付
い
て
い
た
り
し
ま
し
た
。
事
情
を

お
尋
ね
し
ま
す
と
、
1
0
0
歳
に
な
る
ま

で
病
気
も
せ
ず
元
気
だ
っ
た
の
で
、
介
護

保
険
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
住
宅
改
修
に
も
補
助
を
受
け

ら
れ
た
の
で
す
が
、
後
に
な
っ
て
し
ま
う

と
保
険
は
使
え
ま
せ
ん
。
当
事
者
に
な
ら

な
い
と
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す

ね
。そ

れ
で
は
、
介
護
保
険
は
ど
ん
な
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
る
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
？

居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
分

か
れ
ま
す
が
、
在
宅
で
利
用
で
き
る
の
は

居
宅
サ
ー
ビ
ス
で
訪
問
介
護
、
訪
問
看
護
、

訪
問
入
浴
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
、
住
宅
改
修
、
福
祉
機
器
貸
与
な

ど
で
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
く
相

談
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
依
頼
し
て
下

さ
い
。
ケ
ア
マ
ネ
が
見
つ
か
り
に
く
い
時

や
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
区
市
町
村
の
介

護
保
険
課
に
問
い
合
わ
せ
れ
ば
相
談
に
応

じ
て
も
ら
え
ま
す
。

最
近
仕
事
を
通
し
て
感
じ
る
の
は
、
人

の
手
を
借
り
な
が
ら
も
自
分
の
人
生
を
楽

し
ん
で
い
る
高
齢
者
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
事
で
す
。
他
人
と
会
話
し

た
り
、
お
し
ゃ
れ
を
し
た
り
す
る
な
ど
外

界
と
の
刺
激
が
と
て
も
大
切
で
す
。
東
京

小
長
井
会
に
毎
年
参
加
さ
れ
る
峰
尾
さ
ん

ご
夫
婦
も
、
そ
ん
な
素
敵
な
お
二
人
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
高
齢
者
の
お
姿
に
い

つ
も
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
！

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
も
目
標

や
生
き
が
い
を
持
っ
て
楽
し
い
毎
日
を
過

ご
し
て
く
だ
さ
い
。

つ／し．「「」乃√　い
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配偶者からの暴力で
悩んでいる方へ

配偶者暴力防止法が改正されまし

た。保護命令の対象を、子ど毛や離婚

した元配偶者まで拡大するとと己に、

退去命令の期間を2か月に延長するこ

となどを柱とした改正法が成立し、平

成16年12月2日に施行されました。

○改正の主な内容

1．「配偶者からの暴力」の定義の拡大

2．保護命令制度の拡充

3．市町村による配偶者暴力相談支援

センターの業務の実施が可能

4．基本方針及び基本計画の策定

5．被害者の自立支援の明確化等

6．警察本部長等の援助

7．苦情の適切かつ迅速な処理

8．国籍、障害の有無等を問わない人

権の尊重

内閣府では配偶者からの暴力被害

者支援情報サイト（http：／／wvvvv．gender．

g0．jp／e－＞aW／index．htm）を開設していま

す。

国民年金保険料
収納窓口の開設

国民年金保険料の納め忘れはありま

せんか！

年金を受けるためには納付が必要で

す。諌早社会保険事務所では、次によ

り相談窓口を開設しますので、この機

会をご利用ください。

また、保険料の納入（口座振替の方

法等）、納付が困難な場合の保険料免

除の相談右承ります。

■日時12月20日（月）9時～19時

12月21日（火）9時～17時

■場所　諌早社会保険事務所

（諌早市栄田町47－39）

高来町立幼稚園
入園願書の受付

17年4月から入園を希望される幼

児の願書を受け付けます。

■対象　保護者が1市5町に住む幼児

1年保育…平成11年4月2日～

平成12年4月1日生まれ

2年保育…平成12年4月2日～

平成13年4月1日生まれ

■願書　各市町教育委員会、小江深海

出張所、幼稚園に有り

■受付日時12月14日（火）、15日（水）

14時30分～16時30分

■場所　高来幼稚園

健康テレフォン

【12月のテーマ】

（月）肺炎球菌ワクチン

（火）最近の傷の処理
はしか

（水）麻疹ワクチンと風疹ワクチン

（木）糖尿病性網膜炎

（金）心療内科について

（土・日）男性のクラミジア尿路感染症

ありがとう
ございました

【社会福祉協議会へ金一封】

●香典返し

故　　池田　富枝横

道族　池田　　晋様（牧三）

故　　福ロムツキ様

遺族　福田　重信様（築切）

故　　西崎　ヱン様

遺族　西崎　春吉様（小川原浦二）

故　　森下スヱコ横

道族　井村　安雄様（田原二）

故　　鶴田トヨノ横

道族　鶴田　敏秋様（遠竹）

町内一周駅伝大会

小長井町青年団主催の第38回町内

一周駅伝大会が下記により開催されま

す。多数のご参加をお待ちしています。

なお、本大会は諌早北高駅伝大会選

手選考の参考となります。

■日時12月19日（日）

・監督会議　　　8：40役場会議室

・開会式　　　　9＝00役場前広場

・1区スタート10：00圧＝頁

■コース

1区4．4km、2区3．Okm、3区4．Okm

4区4．1km、5区4．1km

■参加資格

・町内看年団・中学生（町内外）

・一般（町内のみ）・オープン（町外）

■申込期限12月3日（金）

管 内 の 交 通 事 故 発 生 状 況

10月未現在 発 生
件 数 死者数 傷者数

諌 早 市 682 4 954

前年比 －42 －5 ±0

森 山 町 45 0 7 1
前年比 ＋7 ±0 ＋ 16

高 来 町 44 2 65
前年比 －6 ＋2 － 15

小長井町 16 0 22
前年比 ＋3 ±0 ±0

■ 1 1月中の交 通事 故 巡 回相談

12月2 2 日 （水 ） 10 時 ～ 16 時

諌 早市 役　‾’・．・‾レ‾‾－‾空 I≡て

涜 蟻 二璧恕琵 金線 炭素 ≡

価Ll一流ii ；離 d ■㌍■岨リコ和 印 ∠

／、一ト　フ／し二　′J　かし

ご／J（兄ノエリ　　　ノ）ノブ
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人のうごき

16年10月末（前月との比較）

■人　口　　　6，669人（－1）

男　　　3，021人（＋1）

女　　　3，648人（－　2）

■出　生　　　　　5人（＋　2）

■死　亡　　　　　8人（±　0）

■転　入　　　18人（＋　8）

■転　出　　　16人（－　8）

■世帯数　　　2，469戸（一　2）

／、－ト　フ／L　二　㌔∵がし、

PJβ　　　2ββ4ノ2J

無事故無違反
優良運転者表彰

無事故無違反の優良運転者表彰を行

います。

■表彰の種類

◇地区表彰…10年、15年以上無事故

無違反

◇県表彰…20年、30年以上無事故無

違反（過去に地区表彰を受けた方）

■条件（次のすべてに該当）

◇諌早地区交通安全協会に加入してい

る方

◇自動車運転免許を乞っており、現在

も運転している方

◇過去10年以上無事故・無違反で、

その他罰金以上の刑が5年以上ない方

■申請方法　県表彰は2月10日（木）、

地区表彰については3月10日（木）ま

でに諌早地区交通安全協会に申請して

ください。

諌早地域
ケア発表大会

■日時　平成17年2月19日（士）

12時30分受付、13時～18時

■会場　諌早文化会館（中ホール）

■内容　基調講演「高齢者の暮らしを

支えるリハビリテーション」浜村明徳

氏（小倉リハビリテーション病院長）、

研究発表（地域ケアの実践発表12題）

■参加費　無料

どうしたらいいの
くるまの保険

複雑化した交通事故の解決にお困り

の方のために「自動車保険請求相談セ

ンター」が、全回48カ所に開設され

ています。

相談は一切無料です。

年末年始の燃えるゴミと
し尿処理の収集日程

【燃えるゴミ】

■長里・牧・新田原・田原地区

・年末最終収集日12月28日（火）

・年始収集開始日　1月4日（火）

■遠竹・井崎・小川原浦地区

・年末最終収集日12月27日（月）

・年始収集開始日　1月　6日（木）

※年末年始、ゴ

ミステーション

をきれいに保つ

ため、収集日以

外には絶対出さ

ないようにして

ください。

【し尿処理】

・年末最終収集日12月29日（水）

・年始収集開始日　1月4日（火）

危険物安全週間
推進標語募集

危険物安全週間（毎年6月第2週）

の行事を推進するため、危険物災害の

防止と危険物の貯蔵・取扱いの安全を

呼びかける標語を募集します。

■応募方法　郵便はがきまたはイン

ターネットによる。はがきの場合は、

1校につき標語1点、郵便番号・住所・

氏名（ふりがな）・年齢・性別・職業・

電話番号を明記し、〒105－0001東京

都港区虎ノ門2丁目9番16号日本消

防会館5階の上記協議会まで。イン

ターネットの場合は上記ホームページ

アドレスをご覧ください。

■応募資格　特に制限なし

■締切12月15日（水）

■賞　最優秀作1点…消防庁長官賞と

副賞20万円、優秀作1点…協会理事

長賞と副賞10万円、優良作10点…記

念品



ハートフ几

小長井中2年

山本久留美
「修学旅行の思い出」

とっても楽しかったUS」。最初にスパイダーマンに

乗りました。迫力満点の3Dアクションにはとて宅お

どろきました。そして次に乗ったジュラシックパーク

では、高さ50m．の所から落ちるとき、本当に死ぬん

じやないかと思うほどとて吉怖く、自分が浮いている

よう沿不思議な体験をしました。最後に、バスの中

から見たUSJの夜景宅、とてもきれいで感動しまし

た。

ホテルぎおん福住では、みんな修学旅行のうきう

き感で、おそくまで寝ることができず先生たちに吉

おこられて、ちょっと反省しました。けれどこれ毛と

て古いい思い出です。

2日巨は自主研修で∴京都のいろいろな所を回り

ました。清水寺は、とて古学生が多く音羽の滝では、

水を飲むために行列までできていて、びっくりしまし

た。それから清水坂には、扇や八つ橋を売った多く

の店が立ち並んでいて、京都らしい風景だなあと心

が和みました。そして生で聞いた関西弁宅とて吉あ

ィこがれました。そして、この自主研修で、とて吉感

動して思い出深かったのが『金閣寺』です。金閣寺は、

二写真などより輝いていて、とて古きれいでびっくりし

ました。これを見て改めて京都にきてよ

思いました。

そして3白目の命の旅博物館では、いくつ吉の班

が集合時間に遅れてしまい、多くの人に迷惑をかけ

てしまい、とて吉反省しました。ここでは、時間の

‥大切さ、班行動でとて吉大切な事を学んだと思いま

す。その後に行った太宰府天満宮では、学問の神様

と言うこと右あって、ちょっと早いけど、来年は受験

生なので、『受験でいい結果が出せますように。』と

お参りしました。

私はこの修学旅行で多くの事を学び、体験し、と

て吉心に残るいい旅になったと思います。また絶対、

京都や大阪に行きたいと思いますム

中
体
連（

駅
伝
大
会
）
　
の
結
果

1
0
月
2
1
日
（
木
）
、
県
立
総
合
運

動
公
園
で
開
催
さ
れ
た
、
第
3
6
回

北
高
来
郡
中
学
校
体
育
大
会
駅
伝

競
走
大
会
に
お
い
て
、
小
長
井
中

2
年
の
永
渕
ゆ
か
り
さ
ん
と
中
村

あ
ゆ
み
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
、
2
区

と
3
区
に
お
い
て
区
間
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

初めての京都・大阪はとって吉にぎやかな所で楽し

かった。だから3日間はあっという問に過ぎ去ってし

まって吉っといたいと思った。しかしその3日間で私

たちはたくさんの事を学べたと思う。

US」と自主研修とで私たちの班は2つにはぐれてし

まった。自主研修では道吉わからなくなってしまって

とて吉心細かった。その時、班行動の大切さを身を

吉って感じさせられた。その後は先生たちからすごく

おこられたけど班のみんなが無事に戻ってこれてホッ

とした。乞う絶対はぐれたり迷ったりしたくないと

思った。仲間意識を大切にこれから吉していきたい

と思う。

吉うーつは京都・大阪の人はみん怠フレンドリーで

親切だなあと感じたこと。道に迷ったとき宅ていね

いに教えてくれたり、バスの中で吉「どこ行くの？」

と声をかけて吉らった。小長井ではあまり見られな

い事だった。知らないノ＼で吉ふつうに話しかけてくれ

た事が、私は何よりうれしかった。とて吉すばらしい

所だなあと思った。

この3日間、人とのふれ合い方、仲間の大切さと

そこでしか学べ沿い様克己のにたくさん出会うことが≧

出来た。この事はずっと忘れないでいたい。

／、－　卜　‾7／し、㌔　7′、し

エフ川7Jノエリ　　　／リノ
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「パレードの夜」

（短歌）

深
み
行
く
秋
の
山
里
紅
葉
し
て
つ
ね
の

花
咲
く
た
そ
が
れ
さ
む
し

石
原
　
昌
子

災
害
の
越
路
の
人
の
し
の
ば
れ
て
や
す

ら
く
里
に
の
ぞ
む
思
い
を

石
原
　
昌
子

台
風
も
去
り
て
静
け
き
十
月
の
荒
れ
た

る
庭
に
落
葉
は
く
我

矢
竹
　
典
子

轟
き
て
上
が
る
花
火
の
美
し
く
余
韻
ほ

の
か
に
小
長
井
の
空

矢
竹
　
典
子

雲
も
な
く
久
万
ぶ
紺
の
高
原
路
つ
る
り

ん
ど
う
の
赤
き
み
輝
り

森
　
あ
さ
の

年
老
い
て
短
歌
も
で
き
ぬ
わ
び
し
さ
に

只
寝
た
き
り
の
叔
母
に
涙
し森

　
あ
さ
の

昨
日
今
日
沈
吟
桁
く
我
が
家
目
の
あ
た

り
被
災
者
の
心
情
い
か
ば
か
り
か
と

徳
永
　
豊
子

降
り
注
ぐ
夜
来
の
雨
の
は
げ
し
さ
に
被

災
地
案
じ
眠
ら
れ
ぬ
夜

徳
永
　
豊
子

収
穫
の
馬
鈴
薯
ほ
り
て
秋
空
に
天
地
の

恵
み
よ
ろ
こ
び
て
祈
る

石
丸
　
雪
枝

昨
日
ま
で
赤
く
そ
ま
り
て
輝
い
た
柿
の

葉
か
な
し
一
夜
の
雨
に

吉
次
　
ツ
ヤ

ま
た

夕
日
さ
す
日
溜
ま
り
求
め
三
毛
も
又
年

を
重
ね
て
た
そ
が
れ
迫
る

吉
次
　
ツ
ヤ

（
俳
句
）

ハ
ッ
ピ
着
て
踊
り
て
に
な
る
文
化
祭

石
井
　
清
流

幼
な
児
の
バ
チ
の
さ
ば
き
や
秋
の
庭

石
井
　
清
流

新
札
や
秋
の
味
覚
が
か
ご
一
杯中

村
の
ぼ
る

か
け
足
の
シ
ベ
リ
ア
お
ろ
し
戸
を
叩
く

中
尾
　
房
子

重
ね
着
で
少
し
幸
せ
持
っ
て
く
る

中
尾
　
房
子

（
川
柳
）

そ
れ
ぞ
れ
の
凝
ら
し
衣
装
も
点
と
な
り

石
井
　
清
流

ヒ
ヨ
ッ
ト
コ
の
面
付
け
踊
る
文
化
祭

石
井
　
清
流

イ
ラ
ク
に
て
長
崎
の
鐘
な
ぜ
泣
か
ぬ

中
村
の
ぼ
る

【
会
員
外
か
ら
の
投
稿
作
品
】

（
川
柳
）

義
理
に
負
け
実
印
押
し
て
身
は
破
産

森
　
春
義

讃
岐
で
は
た
ぬ
き
う
ど
ん
と
名
を
か
え
た

森
　
春
義
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1　　水

／／　　　　　　〝

2　　木

3　　　金

5　　⑳

7　　　火

8　　　水

9　　木

12　　◎

14　　火

燃えないゴミ収集日（8：30までに各地区のゴミステーションへ）

民生児童委員退任式及び委嘱状伝達式（10：00～役場にて）
民生児童委員定例会（16：00～さざんか会館にて）

社協心配ごと相談（13：30～16：30さざんか会館にて、次は16日）

リハビリ教室
（9：00～15：00文化ホールにて、次は9日・17日）

古紙類リサイクル（古新聞・雑誌・段ボール・牛乳パック・古着）
（9：00～12：00長里町民グラウンドストックハウスへ）

飼えなくなった犬の引き取り（9：00までに役場へ、次は21日）

プラスチック製容器包装収集日
（8：30までに各地区のゴミステーションへ、次は22日）

特設人権相談・行政相談（10：00～16：00さざんか会館にて）

第29回小長井町青少年健全育成柔道大会
（9：30～小長井中学校体育館にて）

12月定例議会（9：30～役場議場にて）

〝　　　′′　　妊婦教室（9：30～12：00文化ホールにて）

′′　　　′′　　乳児健診（13：00～13：15受付、文化ホールにて）

15　ン　水
ペットボトル・トレー・発泡スチロール収集日
（8：30までに各地区のゴミステーションへ）

′′　　　′′　　育児サークル「わくわくクラブ」（10：30～12：00文化ホールにて）

16　　木　　あけぼの会健康相談（10：00～12：00文化ホールにて）

17　く　金　　ふるさとうまか便発送（10：00～田原体育館にて）

19　　◎　第38回町内→周駅伝大会（9：00～町内一円にて）

20　　月　　ノーマライゼーションをすすめる会（10：00～12：00文化ホールにて）

21　火　　育児学級（13：00～13：15受付、文化ホールにて）

22　　水　　農業委員会（15：30～役場会議室にて）

28　　火　　役場御用納め

れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
を
。

（
オ
ヤ
ジ
ギ
ャ
グ
で
は
パ
ソ

負
け
た
く
貴
い
寒
）

こ為が叛
．「ヨ

模
様
替
え
日
（
模
様
が
海
老
）
、
渡

し
と
い
て
下
さ
い
　
（
私
と
居
て
下
慕

い
）
、
西
郷
ど
ん
　
（
最
後
う
ど
ん
）
、

正
式
名
称
が
　
（
正
式
名
生
姜
）
、
美

白
（
美
は
苦
）
　
カ
ツ
コ
つ
け
る
　
（
「
」

つ
け
る
）
、
感
想
聞
か
し
て
（
乾
燥

機
貸
し
て
）
正
解
は
お
金
で
す
（
薮

界
は
お
会
で
す
）
　
な
ど
な
ど
…
。

※
パ
ソ
コ
ン
の
ジ
ョ
…
ク
毛
な
か
怨

曾
腺
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
吉
だ
ま
さ
∧

払割り9う7‡ヨ∠長丁23ヨ5

ら
少
し
紹
介
す
る
と
　
（
括
弧
内
が
恋

換
ミ
ス
）

原
料
が
高
価
（
減
量
が
効
果
）
、

テ
ス
ト
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
次
々
に
応
募
さ
れ
る
作
品
の
中
h

と
い
う
と
こ
ろ
で
「
変
漢
ミ
ス
コ
ン

と
、
「
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会

く
の
人
に
再
認
識
し
て
吉
ら
お
う

正
レ
く
使
う
こ
と
の
難
し
さ
を
、

匠槻ね血嘲亀頭衰血蝮

し＿ び・か
（敬称略・順不同）

【おたんじょう】

出生日出生者　　　保護者　地区
こうし

10／9福田　広志　裕也　大久保
りくと

10／18竹田　陸人　務　　　尾ノ上
ひなこ

10／19西岡　雛子　雅信　小川原浦四

【おしあわせに】

新郎▼新婦　　　　地区

■中島和成　　小川原浦玉
谷口　由美　　　　高来町

■石田　忠則　　尾ノ上
小柳　加奈　　　　尾ノ上

【おくやみ】

死亡者

鶴田トヨノ

野中　要亀

西崎　ヱン

森　キミ子

池田　富枝

原田　クニ

森下スヱコ

年齢　地区

81歳　遠竹

78歳　井崎四

95歳　小川原浦二

80歳　牧一

92歳　牧三

87歳　小川原浦二

90歳　田原二

※個人情報保護のため、届出者等の

承諾分について掲載しています。

／、一ト　フ／し二　㌔丁かし

2ββ4ノ2ノ　　　fリβ
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